
 

DJR-200 

OWNER’S MANUAL 

 



準備するもの 
DJR-200を使用するにあたって、準備するものを説明します。 

1. DJR-200本体と、そのACアダプタ 

付属品をご確認の上、準備してください。 

2. 各種プレーヤー(ターンテーブル、CDデッキ等)とその付属品 

それぞれの取扱説明書をご確認の上、準備してください。 

3. 音をモニターするためのスピーカー、ヘッドフォン 

それぞれの取扱説明書をご確認の上、準備してください。 

4. DJR-200と各種プレーヤー、パワーアンプなどを接続するケーブル  

DJR-200とターンテーブル、CDデッキ等オーディオ機器を接続する場合は、RCAケーブルを

ご準備ください。 

パワーアンプまたはパワードスピーカー等に接続する為に、XLRケーブル(２番ホット) また

は、RCAケーブルをご準備ください。 

 

接続方法 
DJR-200をその周辺機器と接続します。 

 
 
1. まず、全ての機器の電源がOFFになっていることを確認してください。急な電気信号の流入

による誤作動やスピーカーなどの破損を防ぐために、必ず全ての機器の電源をOFFにしてく

ださい。 

 

2. DJR-200とターンテーブル、CDデッキ等各デッキ類を接続します。 

DJR-200のリアパネルのPHONO端子とターンテーブルの出力端子とをRCAピン プラグで接

続します。その際、ターンテーブルのアース線をGROUND端子に接続します。 

DJR-200とCDデッキ等各デッキ類を接続する場合は、DJR-200のリアパネルのLINE端子と

CDデッキ等、各デッキ類のLINE OUT端子とをRCAピンプラグで接続します。  詳しくはそれ

ぞれの取扱説明書をご覧下さい。 

トップパネルにあるLINE/PHONO切り替えスイッチで、どちらをチャンネルに入力させるかを

選択する事ができます。スイッチが「凸」の時にLINE入力、「凹」の時にPHONO入力となりま

す。 

 



3. DJR-200とヘッドフォンを接続します。 

DJR-200のフロントパネルのPHONES端子にヘッドフォンを接続します。 お手持ちのヘッドフ

ォンのコネクターがミニタイプであれば、標準フォンプラグ変換アダプター を別途お求めの

上、接続してください。  

 

4. DJR-200とパワーアンプ、パワードスピーカー等を接続します。 

DJR-200のリアパネルのMASTER端子とパワーアンプまたは アクティブスピーカー等を接

続します。DJR-200のMASTER端子はTRS出力となっています。 

 
バランス接続する場合には、TRSケーブルをご使用ください。 

DJブースモニター用のスピーカーを使用する場合は、BOOTH端子をご利用ください。

BOOTH出力はRCA出力となっています。MASTERとBOOTH、2系統の出力があり、それぞれ

独立してレベル調整ができます。 

 

 

ワンポイント 
MASTER出力にアンバランス接続する場合は、通常のPHONEコネクタのケーブルをご使用くださ
い。 
 
 
  



 

サウンドセッティング 
では音を出してみましょう。まずDJR-200を含む全ての機器のボリュームがゼロになっていること

をご確認ください。 DJR-200のアイソレーター、及びEQはセンター位置にしておきましょう。 

電源をONにする順番は、  

① ターンテーブル、CDデッキ類等の再生音源機器 

② DJR-200 

③ パワーアンプ、アクティブスピーカー、家庭用オーディオ コンポ、ラジカセ等  

です。 

 

音を出す順番は以下の通りです。  

① ターンテーブル、CDデッキ類を再生させます。 

② DJR-200のトップパネルのロータリーフェーダーを5付近 (真上辺り)まで回します。  

③ MASTERフェーダーを5付近まで回します。 

④ パワーアンプ、アクティブスピーカー、家庭用オーディオ コンポ、ラジカセ等 のボリュームを

上げます。 

音が出てきたら準備完了です。 

 

ロータリーフェーダー 

 
DJR-200は図のようなフェーダーカーブになるように設計されています。 

入力信号が0dBmの時、チャンネルフェーダーとMASTERフェーダーが7の位置で0dBmが出力さ

れるようになっています。8と9の間の位置(時計の指針で3時の位置)の時6dBブースト、10の位置

(5時)で12dBmブーストされます。 

  



 

EQ 

 
DJR-200は両チャンネルに2バンドのEQがあります。 

EQ特性は図のようになっており、センター位置で±0dBm(フラット)、5時の位置で＋12dBmブース

ト、7時の位置で−12dBmカットとなります。曲に合わせて調整を行いましょう。 

 

アイソレーター 
3バンドアイソレーターのカット・ブーストによって音楽に抑揚をつけたり、MASTERから出力される

音質の調整を行ったりできます。 

 
アイソレーター特性は図のようになっており、7時の位置で－∞カット、3時の位置で＋12dBmのブ

ーストとなります。3時の位置以上になるとスピーカーを壊してしまう可能性がある為、それ以上



回らないように設計されています。 

 

ワンポイント 
3時の位置で止まるようになっているとは言え、＋12dBmという数値は非常に大きなブーストで
す。クラブやライブハウスなど、現場で使用する場合は特に、スピーカーを壊してしまったり、耳を

痛めてしまう事のないよう注意しながら使用しましょう。 

 
ヘッドフォンモニター 
各チャンネルのロータリーフェーダーの左上の位置にCUEスイッチがあり、押されているチャンネ

ルは赤いLEDが点灯します。このスイッチが押されているチャンネルの音をヘッドフォンでモニタ

ーする事ができます。ヘッドフォンの音量は、PHONESフェーダーで調節します。 

CUEスイッチが両方押されている時は、両方の音がミックスされてヘッドフォンに出力されます。 

DJR-200にはCUE/MIXボリュームが搭載されています。このボリュームの位置によって、

MASTER音のみ、CUE音のみ、またはそのミックス音をモニタリングするか選択する事ができま

す。モニター環境によっては非常に重宝する機能です。 

 

LEDメーター 
DJR-200のLEDメーターは 

l CUEスイッチが押されていない状態では、MASTERメーター(PRE MASTERフェーダー) 

l CUEスイッチが押されている状態では、押されているチャンネルのレベル表示 

となります。 

 
DJR-200のレベルメーターは上記のようになっており、緑色の左から4番目の位置が出力0dBmを

表します。オレンジ色や赤が点灯する状態では、出力が大きすぎますので、レベル調整を行いま

しょう。 

 

EFFECT SEND/RETURN 
フロントパネルについているフェーダーで各チャンネルの音声信号をどのくらい外部機器に出力

するか調整します。 

リアパネルのSEND/RETURNにマルチエフェクターや、DELAY、リバーブ、ループマシン等と接続

してご利用ください。 

「ポスト・チャンネルフェーダー」となっており、チャンネルフェーダーが上がっていない状態では、

SENDボリュームを上げても外部機器に音声信号は送られませんので、ご注意ください。 

ミキサーの「底」についているロータリーフェーダーが、外部機器からの戻り(RETURN)の音量を

調整するボリュームとなります。こちらは2時の位置程度で固定をし、SENDボリュームでエフェクト
音を調整するようのが望ましいかと思います。 
SEND端子に何も接続しないで、RETURN端子を予備用の外部入力として利用する事も可能です。 

 



困った時は 
音が出ない 
l PHONO/LINE切替スイッチは正しく選択されていますか？ 

l MASTERフェーダー、各チャンネルのフェーダーは上がっていますか？ 

l アイソレーターボリュームは－∞の位置になっていませんか？ 

l 接続してあるアンプのボリュームは上がっていますか？ 

 

音が割れる 
l 各フェーダーがブースト位置になっていませんか？ 

l ミキサーに入力する信号が極端に大きな信号ではないですか？ 

l PHONO入力にCDデッキ等を接続していませんか？ 

 

ご注意 
接続ケーブルは高品質かつなるべく短いものをご使用ください。 

本体を分解しないでください。分解されますと、保証対象外となります。  

フェーダー等の消耗品は保証対象外とさせていただきます。  

保証期間内外を問わず、修理のために製品を郵送される場合、送料はお客様 ご負担とさせて

いただきます。 
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